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減圧弁
1

1

3
4
5
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SUS/BS

C3604B
C3771B

BRASS

SUS316
CAC406

C3771B
SS400

安全弁
ストレーナ

接点付圧力計

逆止弁
電磁弁　N.C

制御盤

フレキホース ※５

2
2
2
2
2
1

8A-S40
SUS304TP-S

φ6.35ｘ1ｔ
SUS304TP-S

制御盤

8A-S40
SUS304TP-S

φ6.35ｘ1ｔ
SUS304TP-S

φ9.53ｘ1ｔ
SUS304TP-S

φ9.53ｘ1ｔ
SUS304TP-S

φ6x1t
C1220T

φ6x1t
C1220T

Ｏ

Ｎ

Ａ

流体名

酸素

窒素

アルゴン

＜型　式＞

記号

記号
記号

0.1～0.5MPa

0.1～0.6MPa

0.6～0.7MPa

0.6～0.8MPa

0.6～0.9MPa

二次側圧力(※７)

容器本数

1 １＋１

2 ２＋２

ＬＡＣ－１０－ □ □ □－□－□

5

6

7

8

9

記号 安全弁

18S 1.8MPaset

99S 0.99MPaset

安全弁型式(※９)

YSV-1B-S2-1.8M

YSV-1B-S2-0.99M

常用温度 （※３)

-183～40

-196～40

-186～40

電磁弁弁体 (※４)

J3A 弁体:FKM

H3A 弁体:NBR

H3A 弁体:NBR

記号 パージ弁ユニット

P 有

N 無

安全弁

18S･99S

18S

4-φ12

1 3
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・ メンテナンス作業スペースについて　

　左右側面より500mm及び背面より200mm程度確保願います。

  このスペースに移動できない機器等を設置しないで下さい。
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P2

0.66

P1 P2

0.99

P1

1.8

P2

0.66

P1

1.8圧　力

(MPa)

設　計

常　用

P2P1

温  度

(℃)
蒸発器まで

常  用

蒸発器まで
設　計

蒸発器以降
設　計

蒸発器以降
常  用

※３

-10～40

-10～40

-10～40

-10～40

共　通

1.8MPa

0.1～0.6MPa

0.99MPa

0.6～0.9MPa

1.8MPa

200

  他の入口部はエンドキャップとなります。(付替え可能)
・ １＋１の場合は、フレキは各系列1本の2本となり

2 A6063S-T5蒸発器

φ26-6山

φ30-6山

φ34.5-6山

(※２)(※１)

0.6MPa

0.75MPa

0.9MPa

1.0MPa

1.1MPa

切替圧力

1.2 0.9※７ ※７ 1.2 ※７

・切替圧力分のガスが容器に残ります。

10 11

減圧弁(※８)

YR-810(1.0MPa)

YR-810H(2.5MPa) 

数量(※５)

2

4

10 C3771B入口弁 2
11 C3771Bパージ弁 2

パージ弁ユニット

FLOW.No.(※６)
FH-1,2

FH-1～4

フレキホース

パージ弁ユニット有の場合

(1
9
7
0
)

0.83 1.240.83
0.66 1.8

2.25

0.661.8

2.25

13 SS400
SUS

ベースプレート
サポート

1
212

オプション

0.990.99

0.99

1.24

※容器設置位置は参考です。
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276 150

パージ弁ユニット無の場合 パージ弁ユニット有の場合
標K

HT4-1-01 H

P-LAr-1000

P-LN2-1000

P-LO2-1000
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